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編
集
だ
よ
り

▼
初
執
筆
の
方
の
記
事
が
新
鮮
で
す
。み
な
と
っ
ぷ
編
集
メ
ン

バ
ー
益
々
充
実
し
て
き
て
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
ご
期
待
く
だ

さ
い
。 

（
安
藤
）

▼
公
園
の
取
材
で
地
域
の
公
園
に
出
か
け
て
み
る
と
、ど
の
公
園

も
早
朝
か
ら
き
れ
い
に
清
掃
さ
れ
て
い
ま
す
。と
て
も
さ
わ
や
か

な
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。 

（
土
屋
）

▼
Ｗ
Ｈ
Ｏ
で
活
躍
さ
れ
た
尾
身
茂
氏
が
そ
の
半
生
を
語
る
姿
に

親
し
み
や
す
さ
と
情
熱
を
感
じ
ま
し
た
。 

（
吉
田
）

▼
地
域
医
療
に
貢
献
し
て
い
る
、Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
理
事
長
尾
身
先
生
に

お
会
い
し
て
、
有
意
義
な
お
話
を
た
く
さ
ん
伺
う
こ
と
が
出
来
、

深
い
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。 

（
明
石
）

▼
公
園
を
特
集
し
て
、各
公
園
と
も
い
ろ
い
ろ
工
夫
が
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。皆
の
善
意
が
集
ま
っ
て
い
る
と
こ
ろ

だ
と
感
じ
ま
し
た
。 

（
伊
関
）

▼
初
参
加
な
が
ら
取
材
か
ら
編
集
ま
で
携
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。皆
様
の
お
陰
で
こ
う
し
て
形
に
す
る
こ
と
が
で
き
嬉
し

さ
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。 

（
岩
本
）

▼
公
園
の
あ
る
場
所
に
は
様
々
な
歴
史
が
あ
り
ま
す
。ラ
ジ
オ
体

操
に
行
き
、昔
の
姿
を
想
像
し
て
み
て
下
さ
い
。 

（
太
田
）

▼
初
参
加
。大
学
生
か
ら
シ
ニ
ア
ま
で
の
有
志
メ
ン
バ
ー
が
一
言

一
句
こ
だ
わ
っ
て
、喧
々
諤
々
、一
進
一
退
の
編
集
会
議
。今
号
も
、

メ
ン
バ
ー
の
愛
情
と
こ
だ
わ
り
の
一
冊
で
す
。 

（
大
西
）

▼「
み
な
と
っ
ぷ
」の
編
集
に
携
わ
っ
て
５
年
目
。最
近
特
筆
す
べ

き
は
新
加
入
メ
ン
バ
ー
の
頑
張
り
で
す
。紙
面
が
刷
新
さ
れ
て
い

く
実
感
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。 

（
梶
）

▼
美
し
い
花
や
庭
に
心
を
動
か
さ
れ
る
の
は
、そ
れ
ら
を
育
て
る

人
の
想
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
な
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

 

（
佐
藤
）

▼
初
め
て
の
参
加
で
し
た
が
初
執
筆
し
ま
し
た
。周
り
の
ご
協
力

が
あ
り
な
ん
と
か
記
事
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。楽
し
ん
で

読
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。 

（
鈴
木
）

▼
近
く
に
住
み
な
が
ら
何
と
な
く
近
寄
り
が
た
い
Ｎ
響
で
し
た

が
、取
材
で
訪
問
し
、有
意
義
な
お
話
を
お
聞
き
し
、と
て
も
身
近

な
存
在
に
な
り
ま
し
た
。 

（
滝
川
）

▼
今
号
が
初
の
執
筆
と
な
り
ま
し
た
。大
好
き
な
音
楽
に
関
す
る

内
容
だ
っ
た
の
で
、
気
持
ち
の
こ
も
っ
た
記
事
に
な
り
ま
し
た
。 

 

（
戸
部
田
）

▼
窓
一
つ
な
い
N
響
の
建
物
は
幼
い
頃
か
ら
不
気
味
な
存
在
に

感
じ
て
い
ま
し
た
が
、今
回
取
材
で
内
部
を
覗
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。そ
れ
は
驚
く
程
素
晴
ら
し
い
音
の
世
界
で
し
た
。 （
畑
中
）

▼
お
話
を
伺
っ
た
方
の
思
い
を
、
文
章
で
記
事
に
す
る
の
は
、
難

し
い
こ
と
で
す
。正
確
に
読
者
の
方
に
伝
わ
っ
て
い
る
か
、
読
者

目
線
も
気
に
な
り
ま
す
。 

（
松
島
）

▼
世
界
的
に
も
評
価
の
高
い
Ｎ
Ｈ
Ｋ
交
響
楽
団
の
演
奏
が
、身
近

な
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
で
楽
し
め
る
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。 

（
森
）

▼
初
め
て
学
生
主
体
で
記
事
を
書
か
せ
て
い
た
だ
い
て
、よ
り
一

層
み
な
と
っ
ぷ
へ
の
思
い
が
深
ま
り
ま
し
た
。 

（
若
生
）

お
陰
さ
ま
で
10
年

　
十
年
ひ
と
昔
と
言
い
ま
す
が
、2
0
0
6（
平
成

18
）年
は
ど
ん
な
年
だ
っ
た
か
覚
え
て
い
ま
す

か
？
ト
リ
ノ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス

ケ
ー
ト
の
荒
川
静
香
が
金
メ
ダ
ル
を
獲
り
、
野
球

で
は
、
第
1
回
W
B
C（
ワ
ー
ル
ド
・
ベ
ー
ス
ボ
ー

ル
・
ク
ラ
シ
ッ
ク
）
で
日
本
代
表
が
見
事
に
優
勝

し
た
年
で
す
。
ま
た
甲
子
園
で
は
ハ
ン
カ
チ
王
子

（
斎
藤
佑
樹
）と
マ
ー
君（
田
中
将
大
）の
熱
投
が
話

題
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
ん
な
年
に
本
紙
は
産
声
を
あ
げ
ま
し
た
。最

初
は「
あ
な
た
の
街
」と
し
て
創
刊
し
、
10
号
か
ら

は
公
募
に
よ
り
「
み
な
と
っ
ぷ
」
と
改
称
し
ま
し

た
。
年
3
回
発
行
し
、今
号
で
33
号
に
な
り
ま
す
。

　
編
集
メ
ン
バ
ー
は
高
輪
地
区
総
合
支
所
が
1
年

ご
と
に
募
集
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
で
、

創
刊
以
来
の
メ
ン
バ
ー
か
ら
初
参
加
の
人
ま
で

20
人
ほ
ど
で
す
が
、
編
集
に
関
し
て
は
全
員
が
素

人
で
、区
の
担
当
者
の
方
々
に
フ
ォ
ロ
ー
し
て
も
ら

い
な
が
ら
、
わ
い
わ
い
が
や
が
や
と
楽
し
く
か
つ

真
剣
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
ま
ず
は
掲
載
記
事
の
選
定
で
す
。ど
ん
な
題
材

が
あ
る
か
？
そ
れ
は
タ
イ
ム
リ
ー
な
話
題
か
？

取
材
が
必
要
な
場
合
は
先
方
の
了
解
を
い
た
だ

け
る
か
？
等
々
を
検
討
し
な
が
ら
決
め
て
い
き

ま
す
。ま
た
毎
回
表
紙
を
飾
る
作
品
は
、
高
輪
地

区
に
在
住
の
多
士
済
々
の
方
々
に
お
願
い
し
て
、

快
く
提
供
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
絵
画
が

多
い
の
で
す
が
、
写
真
や
版
画
、
書
も
掲
載
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
取
材
と
写
真
撮

影
、
原
稿
作
成
、
校
正
と
続
き
ま
す
。
読
者
の
み

な
さ
ま
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
を
最
大
の

目
標
と
し
て
作
業
し
て
い
ま
す
。

　
み
な
さ
ま
の
ご
協
力
ご
支
援
の
お
陰
で
「
み
な

と
っ
ぷ
」も
満
10
歳
、よ
う
や
く
情
報
紙
と
し
て
認

知
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で「
み

な
と
っ
ぷ
10
年
の
歩
み
展
」を
開
催
し
、そ
の
歩
み

を
振
り
返
っ
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。こ
れ
ま
で

表
紙
で
ご
協
力
い
た
だ
い
た
方
々
に
も
、出
品
し
て

い
た
だ
く
予
定
で
す
。
9
月
22
日（
金
）か
ら
24
日

（
日
）ま
で
、
高
輪
区
民
セ
ン
タ
ー
2
階
展
示
ギ
ャ
ラ

リ
ー
で
開
催（
7
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
）し

ま
す
の
で
、ど
う
ぞ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

（
担
当
／
梶
）

CONTENTSCONTENTS

    

地域に生きる音楽
NHK交響楽団演奏所

この街にこの人あり
尾身  茂 さん

（独立行政法人
 地域医療機能推進機構理事長）

地域のあしあと
高輪地区の公園、児童遊園②

地域で活躍する若者たち
明治学院大学空手道部

地域の自慢
緑の達人たち

暮らしプレイバック
田中 裕子 さん

みなとっぷ10年の歩み展（予告）

区からのお知らせ

お     み         しげる

た   な か     ひ ろ   こ

たか   い　  てつ  ろう

表紙写真

［タイトル］  夢幻花
［撮影者］  高井 哲朗 さん （白金台在住）

港区商店グランプリ受賞！！
　港区商店グランプリは、港区、
港区商店街連合会、港区商店街
振興組合連合会が共催で開催し
ています。経営・接客・外観・店
内装飾等を総合的に審査した結
果、高輪地区にある次の４店舗が
受賞されました。皆さんもぜひ一
度、受賞店を訪れてみてください。

対　　象

内　　容

費　　用

高輪地区内在住の65歳以上
の区民で、認知症等による徘
徊のおそれがある方
　　　　　
無料

登 録 番号が入ったアイロン
シール（50枚）とキーホルダー

（1個）を配布

【問合せ・申請先】高輪地区総合支所区民課 保健福祉係　TEL：03-5421-7085

【問合せ】高輪地区総合支所協働推進課 
　　　　　まちづくり推進担当 
　　　　　TEL：03-5421-7664

あなたのまちの町会・自治会で
活動してみませんか？

　町会・自治会は、住民の皆さんに一番身近な自治
組織で、まちの防災、清掃、パトロール、お祭りなどを
実施しています。
　少しずつの参加で構いません。ま
ちの安心・安全やコミュニティ作り
のお手伝いに興味がありましたら、
お気軽にご相談ください。
　町会・自治会への加入をご希望の
方は、港区ホームページや各総合支
所協働推進課窓口で配布している
リーフレット記載の「町会・自治会
加入希望票」にて、お申し込みください。

【問合せ】高輪地区総合支所協働推進課 協働推進係　TEL:03-5421-7621

子ども記者を募集します！

日　　時

募集人数

募集方法

対　　象

予告

　「あっぷリング高輪フェスティバル」
の開催に合わせて、「みなとっぷ子ど
も編集室」を開設します。
　子ども記者が作成した記事は、本
紙第35号（平成30年 3月発行予定）
に掲載する予定です。

11月11日（土）午後1時から5時30分（予定）
高輪地区の子どもたち（小学校１年生から中学校３年生まで）
※記事の文章（簡単な作文程度）を作成することができること。

数名程度（小学生の場合は保護者の付き添いが必要です）
詳細は、港区ホームページや広報みなと（9/11号）に掲載する
予定のほか、公共施設等で配布するチラシをご参照ください。

（９月中旬ごろ予定）

【問合せ】高輪地区総合支所協働推進課 地区政策担当　TEL：03-5421-7123

港区政70周年記念大賞

東京商工会議所港支部会長賞

優良賞　

港区議会議長賞
白金商店会 ベッカライ ブラウベルグ （白金 3-9-6）

白金北里通り商店会 白金スイーツ （白金 5-12-17 三福ビル1 階）

プラチナヒルズ商栄会 Cafe Kuromimi Lapin（カフェ クロミミ ラパン）
 （白金台 5-17-8 2 階）

白金プラザ会 蕎麦酒房 千年（白金 1-17-2 白金タワー テラス棟）

祝！

平成29年度「プレーパーク」を開催します

～高齢者を地域で見守ります～
認知症高齢者おかえりサポート事業を開始します

　あらかじめ氏名や緊急連絡先などを登録し、登録番号の入った
アイロンシールやキーホルダーを身に着けることで、行方不明時に
迅速な身元確認や緊急連絡先への連絡が可能となります。
※電話対応時間は、平日9～17時となります。

■アイロンシール

■キーホルダー
（表）

（裏）

※小雨決行、荒天中止。当日の開催状況については
　みなとコール（03-5472-3710）へ。

●直近の開催予定（高輪地区）

23日高輪森の公園
7月

27日

8月
24日

（終了）亀塚公園 13日

9月

参加自由

高輪 - 0000
港区高齢者見守りキーホルダー

見　本

身元が分からない時は
ご連絡ください！

無事に
カエル！00-0000-0000

高輪地区総合支所
区民課保健福祉係

受付時間：平日９～17時

見　本

各総合支所で
配布中

プレーパークとは…
　子どもが「自分の責任で自由に遊ぶ」ことを大切にし、普段の公園で
の禁止事項を少なくして、道具や廃材、自然環境を使って、自分のしたい
ことに挑戦できる遊び場です。遊びを通して子どもたちが豊かに育つこ
とを願い、高輪地区、芝浦港南地区、麻布地区で開催しています。
　高輪地区、芝浦港南地区では、平成 28 年度から地域住民団体「みな
と外遊びの会」が運営しています。港区では、プレーパーク運営に関わる
地域サポーターを募集しています。詳しくは、「みなと外遊びの会」の
Facebookをご覧ください。

ベッカライ  ブラウベルグ



　みなとっぷ

の
こ

街

の
こ
に

人
り
あ

2017 年 7月

大改装完了直後に開かれたミニ・コンサートの様子
（写真／NHK交響楽団提供）

地域に生きる音楽 NHK交響楽団演奏所 （高輪2-16-49）
伊皿子坂の中腹に大きな直方体の建物があります。NHK交響楽団演奏
所です。地域にNHK交響楽団の演奏所があることを誇りに思っていま
したが、中の様子が分からないのでどうなっているか興味津々でした。
今回、NHK交響楽団演奏制作部業務主幹の清水永一郎さんにご案内
いただきました。

■NHK交響楽団演奏所とは
　日本のオーケストラの最高峰であるNHK交響楽団。定期公演は渋谷の
NHK ホールや赤坂のサントリーホールで行いますが、練習を行う本拠地は
高輪にあります。演奏所の中には、ベートーヴェン「第 9」交響曲の練習の際
には合唱団まで入ることが出来る広い練習室や２、３名で練習できる分奏室
が6部屋あります。さらに、楽器や衣装の倉庫はもちろん、楽員がくつろぐ
ラウンジもあります。
　1961年に建てられた建物は2014年に約１年かけて大改装を行い、建物
全体の耐震化、空調システムの改善、練習室の音響の向上を図り、練習に集
中できる環境を整えました。

　2階のライブラリには、歴代
の楽譜や音源が保管されていま
す。オーケストラでは、同じ曲
でも指揮者が違うと全く違う演
奏になります。その違いは、指
揮者の指示が書きこまれた楽譜
に表れます。そこで、書き込ま
れた楽譜はライブラリに保管し
ておき、のちに同じ曲を振る指
揮者や楽員が参考にするそうで
す。公演ごとに増えていくこれ
らの資料は、NHK交響楽団が
積み上げてきた歴史であり、後
世に繋いでいく資産だというこ
とが伝わってきました。

■演奏所での練習
　2017年3月時点で楽員は117名おり、公演ごとに決まっている指揮者
とともに、年120回程度公演を行っています。定期公演や地方公演の他に、
NHKの番組で使用するための録音もあるため、演奏所での練習を行うの
は年150日程度だそうです。
　普段の練習は、10：00～ 15：15に行います。この時行うのは合奏練習の
みで、曲を弾けるようにする練習や同じパート内で合わせる練習は個人
的に時間をとって行う必要があるとのことです。定期公演の曲は、なんと
公演前に行う３日程度の練習で完成させるそうです。さらに、録音のため
の演奏となると、当日すぐに録音するということもあります。

■入団する難しさ
　ＮＨＫ交響楽団の楽員募集は、現在の楽員が60歳の定年をむかえて退団
するなど、枠が空いた時に行われます。タイミングが良くないと希望する楽
器の募集がかからないのです。
　そして、たとえ応募できたとしても、厳しい審査があります。演奏の一次
審査ではカーテンを引いたり、歩く音で誰だか分からないようにじゅうたん
を使用したりするほど受験者の公平性を徹底しているそうです。さらに、審
査をすべて通過できたとしても１年後の信任投票を経て正式に入団となり
ます。技量もさることながら、他の団員の演奏との調和も必要不可欠なもの
とのことでした。

■港区での地域貢献活動
　NHK 交響楽団は、
地域貢献活動として
港区内の小学校、い
きいきプラザなどで、
小規模な演奏を定期
的に行っています。こ
の演奏はとても人気
で、場所によっては部
屋に入りきらず廊下
まで人があふれるこ
ともあるそうです。
　2015年に大改装が
終わった際にも、新し
くなった演奏所に伊皿
子坂保育園の園児や
伊皿子自治会の方々
を招いて演奏所でミ
ニ・コンサートを行い
ました。
　また、演奏会のチ
ケットを地域の方が
購入しやすいよう、演奏所にはN響ガイド（チケットセンター）があります。
お気軽にお立ち寄りくださいとのことでした。

■取材を終えて
　お話を伺っていて何度も感じたことは、NHK 交響楽団が最高レベルの
オーケストラなのだということです。１曲に対する練習時間の短さや入団の
難しさからひしひしと感じさせられました。
　また、地域貢献活動を頻繁に行っていることに感動しました。この楽団が
地域に根付いているということがよく分かりました。

（担当／戸部田、土屋、安藤、伊関、佐藤、滝川、畑中、森）
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し
げ
る

独
立
行
政
法
人 

地
域
医
療
機
能
推
進
機
構(

J
C
H
O)

理
事
長   
尾
身  
茂
さ
ん

W
H
O
で
西
太
平
洋
地
域
の
ポ
リ
オ
を
根
絶
し
ま
し
た

人
々
の
健
康
で
幸
せ
な
生
活
実
現
の
為
、
数
々
の

難
題
解
決
に
取
り
組
む
尾
身
先
生
。
ど
ん
な
歩
み

を
続
け
て
こ
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

高
校
3
年
生
の
時
、
ア
メ
リ
カ
に
留
学
し
た

の
は
外
国
に
関
心
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
か

　
英
語
が
好
き
で
外
交
官
に
な
る
の
が
夢
で
し

た
。高
校
時
代
の
留
学
体
験
（
1
9
6
7
〜

6
8
）
が
そ
の
後
の
自
分
の
生
き
方
に
影
響
を

与
え
た
と
思
い
ま
す
。

　
ア
メ
リ
カ
は
当
時
1
ド
ル
3
6
0
円
の
時
代

で
、そ
の
豊
か
さ
に
、ま
た
地
域
や
国
を
良
く
す

る
の
は
自
分
達
の
責
任
だ
、
と
い
う
意
識
が
一

般
の
人
々
に
も
強
い
と
い
う
こ
と
に
驚
き
ま
し

た
。

大
学
は
文
系
に
行
か
れ
、
そ
の
後
医
学
の
道

を
目
指
し
た
の
は
な
ぜ
で
す
か

　
ア
メ
リ
カ
か
ら
帰
国
す
る
と
、
日
本
は
学
園

紛
争
一
色
で
、
第
一
志
望
の
大
学
の
入
学
試
験

が
中
止
に
な
り
、
ま
た
外
交
官
に
な
り
た
い
等

と
言
え
ば
人
民
の
敵
と
言
わ
れ
か
ね
な
い
雰
囲

気
で
し
た
。青
春
の
彷
徨
の
始
ま
り
で
す
。
都

内
の
大
学
の
法
学
部
に
入
学
。
渋
谷
の
本
屋
で

哲
学
、社
会
、宗
教
な
ど
の
本
を
立
ち
読
み
す
る

日
々
が
始
ま
り
ま
し
た
。そ
ん
な
中
ふ
と
目
に

と
ま
っ
た
の
が
内
村
祐
之
氏
（
内
村
鑑
三
ご
子

息
）
の
「
わ
が
歩
み
し
精
神
医
学
の
道
」
と
い
う

1
冊
で
し
た
。

　
こ
の
本
と
の
出
会
い
で
突
然
「
医
者
に
な
ろ

う
」と
の
思
い
に
憑
り
つ
か
れ
ま
し
た
。
両
親
に

は
無
断
で
大
学
に
退
学
届
を
出
し
ま
し
た
。息

子
を
一
流
企
業
の
社
員
に
し
た
い
と
考
え
て
い

た
父
は
、
激
怒
し
取
っ
組
み
合
い
の
喧
嘩
ま
で

し
ま
し
た
。
受
験
勉
強
を
始
め
て
数
カ
月
た
っ

た
秋
、
有
力
新
聞
の
第
一
面
の「
自
治
医
科
大
学

と
い
う
我
が
国
の
地
域
医
療
の
メ
ッ
カ
に
な
る

医
学
部
が
翌
春
1
期
生
を
募
集
」
と
い
う
記
事

を
見
ま
し
た
。 〝
地
域
医
療
〞 と
い
う
言
葉
が
悩

む
心
に
救
世
主
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
、
自
治
医

大
を
第
一
志
望
に
し
、運
よ
く
合
格
し
ま
し
た
。

W
H
O（
世
界
保
健
機
関
）に
入
る
こ
と
に
決

心
さ
れ
た
の
は
ど
う
し
て
で
す
か

　
30
代
後
半
に
は
、
臨
床
医
と
し
て
の
経
験
も

積
み
、
仕
事
に
も
慣
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
う
し

た
中
、
ユ
ニ
セ
フ
で
働
い
て
い
た
友
人
が
海
外

か
ら
一
時
帰
国
し
、
会
う
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
友
人
は
「
世
界
に
は
感
染
症
で
多
く
の
人

が
苦
し
ん
で
い
る
。
臨
床
医
と
し
て
ひ
と
り
ひ

と
り
の
患
者
さ
ん
を
助
け
る
こ
と
も
重
要
だ
が
、

W
H
O
で
予
防
接
種
の
仕
事
を
す
れ
ば
、
何
千

万
人
も
の
子
ど
も
を
助
け
ら
れ
る
。
尾
身
は
そ

ん
な
仕
事
を
や
る
べ
き
だ
」と
勧
め
ら
れ
、
医
師

と
し
て
外
交
官
的
な
仕
事
も
で
き
る
W
H
O
で

働
き
た
い
と
思
い
始
め
ま
し
た
。

W
H
O
に
入
る
た
め
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
を

さ
れ
た
の
で
す
か

　
W
H
O
に
入
る
に
は
、
欧
米
諸
国
の
大
学
院

の
修
士
号
や
、
世
界
的
に
も
名
の
知
れ
た
我
が

国
の
研
究
室
で
博
士
号
の
資
格
を
と
る
必
要
が

あ
り
ま
し
た
。
幸
い
母
校
の
研
究
室
が
B
型
肝

炎
の
研
究
で
有
名
で
、
そ
こ
で
研
究
に
没
頭
し

ま
し
た
。と
こ
ろ
が
、試
験
管
を
振
る
よ
う
な
仕

事
は
も
と
も
と
不
得
意
で
、
こ
の
時
期
不
整
脈

が
頻
発
し
ま
し
た
。博
士
号
取
得
後
、
応
募
試
験

を
受
け
、W
H
O
に
就
職
が
決
ま
り
ま
し
た
。

W
H
O
に
入
ら
れ
て
ど
の
よ
う
な
活
動
を
さ

れ
ま
し
た
か

　
私
に
任
さ
れ
た
の
は
ア
ジ
ア
に
お
け
る
小
児

麻
痺
（
ポ
リ
オ
）
の
根
絶
で
し
た
。
ポ
リ
オ
根
絶

に
必
要
な
の
は
、
子
ど
も
へ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

と
、
早
期
に
患
者
を
発
見
・
報
告
す
る
シ
ス
テ

ム
の
構
築
で
し
た
。と
こ
ろ
が
、
言
う
は
易
し
行

う
は
難
し
で
し
た
。
そ
も
そ
も
、
ポ
リ
オ
根
絶

が
ア
ジ
ア
で
可
能
な
の
か
、
と
疑
問
視
す
る
声

が
圧
倒
的
で
し
た
。
そ
の
う
え
、ワ
ク
チ
ン
購
入

の
た
め
の
資
金
が
絶
対
的
に
不
足
し
て
い
ま

し
た
。ま
た
発
展
途
上
国
の
地
方
で
は
、医
師
は

も
と
よ
り
看
護
師
も
ほ
と
ん
ど
居
ま
せ
ん
で

し
た
。し
か
し
、根
絶
に
関
わ
っ
た
各
国
の
関
係

者
の
文
字
通
り
献
身
的
な
努
力
の
お
か
げ
で
、

ポ
リ
オ
根
絶
事
業
開
始
10
年
後
の
2
0
0
0
年

に
西
太
平
洋
地
域
で
の
ポ
リ
オ
根
絶
宣
言
が

な
さ
れ
ま
し
た
。

W
H
O
事
務
局
長
は
ど
の
よ
う
に
し
て
な
ら

れ
た
の
で
す
か
、
ま
た
ど
の
よ
う
な
活
動
を

さ
れ
ま
し
た
か

　
1
9
9
8
年
、

当
時
の
小
泉
純

一
郎
厚
生
大
臣

か
ら
W
H
O
の

第
5
代
西
太
平

洋
地
域
事
務
局

長
に
立
候
補
し

な
い
か
と
い
う

話
を
頂
き
ま
し

た
。
日
本
政
府

を
は
じ
め
、
多

く
の
関
係
者
の

方
々
の
温
か
い
支
援
を
受
け
、
僅
差
で
当
選
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
事
務
局
長
と
し
て
最

も
思
い
出
深
い
こ
と
は
2
0
0
3
年
に
発
生
し
、

あ
っ
と
い
う
間
に
世
界
に
広
ま
っ
た
重
症
急
性

呼
吸
器
症
候
群
（
S
A
R
S
）の
制
圧
で
し
た
。

こ
の
間
の
約
半
年
は
夜
に
日
を
継
い
で
の
緊
張

の
毎
日
で
し
た
が
先
ほ
ど
話
し
た〝
不
整
脈
〞は

皆
無
で
し
た
。こ
う
い
う
仕
事
が
性
に
合
っ
て

い
た
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク（
世
界
的
ウ
イ
ル
ス
感
染
）は

こ
れ
か
ら
起
こ
る
可
能
性
は
あ
り
ま
す
か
。

ま
た
、
そ
の
時
の
対
応
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い

で
す
か

　
感
染
症
の
大
流
行
は
、
い
つ
か
は
と
も
か
く
、

こ
れ
か
ら
も
必
ず
起
こ
り
ま
す
。
対
応
と
し
て

重
要
な
こ
と
が
二
つ
あ
り
ま
す
。一
つ
は
普
段

か
ら
起
き
た
場
合
の
対
策
を
準
備
し
て
お
く
こ

と
で
す
。
二
番
目
は
い
ざ
起
き
た
時
の
初
期
対

応
を
早
く
行
う
こ
と
で
す
。
初
期
の
情
報
共
有

が
極
め
て
重
要
で
す
。

先
生
が
理
事
長
に
就
任
し
て
い
る
地
域
医
療

機
能
推
進
機
構（
J
C
H
O
）は
ど
の
よ
う
な

組
織
で
す
か

　
J
C
H
O
は
、
か
つ
て
の
社
会
保
険
病
院
、

厚
生
年
金
病
院
、
船
員
保
険
病
院
を
合
わ
せ
た

全
国
57
病
院
、
病
床
1
6
0
0
0
、
医
師

3
0
0
0
人
を
含
む
職
員
2
8
0
0
0
人
の

組
織
で
す
。医
師
派
遣
、
総
合
診
療
医
の
育
成
、

地
域
包
括
ケ
ア
な
ど
を
柱
に
掲
げ
て
い
ま
す
。

港
区
高
輪
に
あ
る
東
京
高
輪
病
院（
以
前
の
せ

ん
ぽ
東
京
高
輪
病
院
）も
J
C
H
O
に
属
す
る

一
病
院
で
急
性
期
か
ら
回
復
期
ま
で
地
域
に
求

め
ら
れ
る
医
療
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

若
者
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す

　「
得
手
に
帆
を
揚
げ
よ
」
と
い
う
言
葉
を
贈
り

た
い
と
思
い
ま
す
。と
こ
ろ
が
、
何
が〝
得
手
〞

な
の
か
は
、
若
い
時
に
は
必
ず
し
も
わ
か
り
ま

せ
ん
。色
々
な
こ
と
を
真
剣
に
取
り
組
む
こ
と

で
少
し
ず
つ
わ
か
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
ど

ん
な
仕
事
を
や
っ
て
も
、つ
ら
い
こ
と
、苦
し
い

こ
と
は
あ
り
ま
す
が
、
好
き
な
仕
事
で
あ
れ
ば

耐
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

高
輪
地
区
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
感
想
を
お

持
ち
で
す
か

　
高
輪
地
区
に
住
み
は
じ
め
て
6
年
に
な
り
ま

す
。
白
金
台
の
自
宅
か
ら
高
輪
の
勤
務
先
ま
で

20
分
歩
い
て
通
っ
て
い
ま
す
。
緑
が
多
く
て
と

て
も
よ
い
地
域
だ
と
思
い
ま
す
。

　
特
に
、
白
金
台
幼
稚
園
、
三
田
用
水
跡
、
今
里

地
蔵
尊
の
あ
た
り
が
好
き
な
と
こ
ろ
で
す
。

●
取
材
を
終
え
て

　幼
稚
園
時
代
か
ら
や
ん
ち
ゃ
な
お
子
さ
ん
だ
っ

た
そ
う
で
す
。持
っ
て
生
ま
れ
た
そ
の
正
義
感
と
行

動
力
が
、
人
々
の
幸
福
の
為
に
働
く
原
動
力
な
の
だ

と
強
く
感
じ
ま
し
た
。

（
担
当
／
安
藤
、松
島
、吉
田
、明
石
、佐
藤
、鈴
木
、滝
川
、森
）

パレデナシオン（前国際連盟本部、ジュネーブ）
第66回WHO世界総会の議長を務める（前列中央）

【プロフィール】 　 尾身  茂（おみ  しげる） 

1949年、東京生まれ。1978年、自治医科大学卒（1期
生）。1978年、東京都立墨東病院で臨床研修後、伊豆
七島で地域医療に従事。1990年、WHO西太平洋地域
事務局で感染症対策部長などを歴任。1999年、第5代
WHO西太平洋地域事務局長。2001年、第37回小島三
郎記念文化賞受賞（小児麻痺根絶への貢献に対し授
与）。2004年、慶応義塾大学特選塾員。2009年、日本
政府新型インフルエンザ対策本部専門家顧問委員会
委員長、国際ロータリークラブより小児麻痺根絶特別
貢献賞受賞。2013年、国立国際医療研究センター
顧問。2015年、厚生労働省  顧問。2016年、日本政府　
国際的に脅威となる感染症対策推進チーム 座長。

ゆ 

う
　 

し

中国にて子どもへのポリオワクチン接種の様子

合奏練習が行なわれる1階の練習室

ご案内いただいた清水さんと美しいハープ

特徴的な装飾をされた演奏所外観（写真／NHK交響楽団提供）

いきいきプラザでの弦楽四重奏の様子
（写真／NHK交響楽団提供）



　みなとっぷ

の
こ

街

の
こ
に

人
り
あ

2017 年 7月

大改装完了直後に開かれたミニ・コンサートの様子
（写真／NHK交響楽団提供）

地域に生きる音楽 NHK交響楽団演奏所 （高輪2-16-49）
伊皿子坂の中腹に大きな直方体の建物があります。NHK交響楽団演奏
所です。地域にNHK交響楽団の演奏所があることを誇りに思っていま
したが、中の様子が分からないのでどうなっているか興味津々でした。
今回、NHK交響楽団演奏制作部業務主幹の清水永一郎さんにご案内
いただきました。

■NHK交響楽団演奏所とは
　日本のオーケストラの最高峰であるNHK交響楽団。定期公演は渋谷の
NHK ホールや赤坂のサントリーホールで行いますが、練習を行う本拠地は
高輪にあります。演奏所の中には、ベートーヴェン「第 9」交響曲の練習の際
には合唱団まで入ることが出来る広い練習室や２、３名で練習できる分奏室
が6部屋あります。さらに、楽器や衣装の倉庫はもちろん、楽員がくつろぐ
ラウンジもあります。
　1961年に建てられた建物は2014年に約１年かけて大改装を行い、建物
全体の耐震化、空調システムの改善、練習室の音響の向上を図り、練習に集
中できる環境を整えました。

　2階のライブラリには、歴代
の楽譜や音源が保管されていま
す。オーケストラでは、同じ曲
でも指揮者が違うと全く違う演
奏になります。その違いは、指
揮者の指示が書きこまれた楽譜
に表れます。そこで、書き込ま
れた楽譜はライブラリに保管し
ておき、のちに同じ曲を振る指
揮者や楽員が参考にするそうで
す。公演ごとに増えていくこれ
らの資料は、NHK交響楽団が
積み上げてきた歴史であり、後
世に繋いでいく資産だというこ
とが伝わってきました。

■演奏所での練習
　2017年3月時点で楽員は117名おり、公演ごとに決まっている指揮者
とともに、年120回程度公演を行っています。定期公演や地方公演の他に、
NHKの番組で使用するための録音もあるため、演奏所での練習を行うの
は年150日程度だそうです。
　普段の練習は、10：00～ 15：15に行います。この時行うのは合奏練習の
みで、曲を弾けるようにする練習や同じパート内で合わせる練習は個人
的に時間をとって行う必要があるとのことです。定期公演の曲は、なんと
公演前に行う３日程度の練習で完成させるそうです。さらに、録音のため
の演奏となると、当日すぐに録音するということもあります。

■入団する難しさ
　ＮＨＫ交響楽団の楽員募集は、現在の楽員が60歳の定年をむかえて退団
するなど、枠が空いた時に行われます。タイミングが良くないと希望する楽
器の募集がかからないのです。
　そして、たとえ応募できたとしても、厳しい審査があります。演奏の一次
審査ではカーテンを引いたり、歩く音で誰だか分からないようにじゅうたん
を使用したりするほど受験者の公平性を徹底しているそうです。さらに、審
査をすべて通過できたとしても１年後の信任投票を経て正式に入団となり
ます。技量もさることながら、他の団員の演奏との調和も必要不可欠なもの
とのことでした。

■港区での地域貢献活動
　NHK 交響楽団は、
地域貢献活動として
港区内の小学校、い
きいきプラザなどで、
小規模な演奏を定期
的に行っています。こ
の演奏はとても人気
で、場所によっては部
屋に入りきらず廊下
まで人があふれるこ
ともあるそうです。
　2015年に大改装が
終わった際にも、新し
くなった演奏所に伊皿
子坂保育園の園児や
伊皿子自治会の方々
を招いて演奏所でミ
ニ・コンサートを行い
ました。
　また、演奏会のチ
ケットを地域の方が
購入しやすいよう、演奏所にはN響ガイド（チケットセンター）があります。
お気軽にお立ち寄りくださいとのことでした。

■取材を終えて
　お話を伺っていて何度も感じたことは、NHK 交響楽団が最高レベルの
オーケストラなのだということです。１曲に対する練習時間の短さや入団の
難しさからひしひしと感じさせられました。
　また、地域貢献活動を頻繁に行っていることに感動しました。この楽団が
地域に根付いているということがよく分かりました。

（担当／戸部田、土屋、安藤、伊関、佐藤、滝川、畑中、森）
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し
げ
る

独
立
行
政
法
人 

地
域
医
療
機
能
推
進
機
構(

J
C
H
O)

理
事
長   

尾
身  

茂
さ
ん

W
H
O
で
西
太
平
洋
地
域
の
ポ
リ
オ
を
根
絶
し
ま
し
た

人
々
の
健
康
で
幸
せ
な
生
活
実
現
の
為
、
数
々
の

難
題
解
決
に
取
り
組
む
尾
身
先
生
。
ど
ん
な
歩
み

を
続
け
て
こ
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

高
校
3
年
生
の
時
、
ア
メ
リ
カ
に
留
学
し
た

の
は
外
国
に
関
心
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
か

　
英
語
が
好
き
で
外
交
官
に
な
る
の
が
夢
で
し

た
。高
校
時
代
の
留
学
体
験
（
1
9
6
7
〜

6
8
）
が
そ
の
後
の
自
分
の
生
き
方
に
影
響
を

与
え
た
と
思
い
ま
す
。

　
ア
メ
リ
カ
は
当
時
1
ド
ル
3
6
0
円
の
時
代

で
、そ
の
豊
か
さ
に
、ま
た
地
域
や
国
を
良
く
す

る
の
は
自
分
達
の
責
任
だ
、
と
い
う
意
識
が
一

般
の
人
々
に
も
強
い
と
い
う
こ
と
に
驚
き
ま
し

た
。

大
学
は
文
系
に
行
か
れ
、
そ
の
後
医
学
の
道

を
目
指
し
た
の
は
な
ぜ
で
す
か

　
ア
メ
リ
カ
か
ら
帰
国
す
る
と
、
日
本
は
学
園

紛
争
一
色
で
、
第
一
志
望
の
大
学
の
入
学
試
験

が
中
止
に
な
り
、
ま
た
外
交
官
に
な
り
た
い
等

と
言
え
ば
人
民
の
敵
と
言
わ
れ
か
ね
な
い
雰
囲

気
で
し
た
。青
春
の
彷
徨
の
始
ま
り
で
す
。
都

内
の
大
学
の
法
学
部
に
入
学
。
渋
谷
の
本
屋
で

哲
学
、社
会
、宗
教
な
ど
の
本
を
立
ち
読
み
す
る

日
々
が
始
ま
り
ま
し
た
。そ
ん
な
中
ふ
と
目
に

と
ま
っ
た
の
が
内
村
祐
之
氏
（
内
村
鑑
三
ご
子

息
）
の
「
わ
が
歩
み
し
精
神
医
学
の
道
」
と
い
う

1
冊
で
し
た
。

　
こ
の
本
と
の
出
会
い
で
突
然
「
医
者
に
な
ろ

う
」と
の
思
い
に
憑
り
つ
か
れ
ま
し
た
。
両
親
に

は
無
断
で
大
学
に
退
学
届
を
出
し
ま
し
た
。息

子
を
一
流
企
業
の
社
員
に
し
た
い
と
考
え
て
い

た
父
は
、
激
怒
し
取
っ
組
み
合
い
の
喧
嘩
ま
で

し
ま
し
た
。
受
験
勉
強
を
始
め
て
数
カ
月
た
っ

た
秋
、
有
力
新
聞
の
第
一
面
の「
自
治
医
科
大
学

と
い
う
我
が
国
の
地
域
医
療
の
メ
ッ
カ
に
な
る

医
学
部
が
翌
春
1
期
生
を
募
集
」
と
い
う
記
事

を
見
ま
し
た
。 〝
地
域
医
療
〞 と
い
う
言
葉
が
悩

む
心
に
救
世
主
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
、
自
治
医

大
を
第
一
志
望
に
し
、運
よ
く
合
格
し
ま
し
た
。

W
H
O（
世
界
保
健
機
関
）に
入
る
こ
と
に
決

心
さ
れ
た
の
は
ど
う
し
て
で
す
か

　
30
代
後
半
に
は
、
臨
床
医
と
し
て
の
経
験
も

積
み
、
仕
事
に
も
慣
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
う
し

た
中
、
ユ
ニ
セ
フ
で
働
い
て
い
た
友
人
が
海
外

か
ら
一
時
帰
国
し
、
会
う
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
友
人
は
「
世
界
に
は
感
染
症
で
多
く
の
人

が
苦
し
ん
で
い
る
。
臨
床
医
と
し
て
ひ
と
り
ひ

と
り
の
患
者
さ
ん
を
助
け
る
こ
と
も
重
要
だ
が
、

W
H
O
で
予
防
接
種
の
仕
事
を
す
れ
ば
、
何
千

万
人
も
の
子
ど
も
を
助
け
ら
れ
る
。
尾
身
は
そ

ん
な
仕
事
を
や
る
べ
き
だ
」と
勧
め
ら
れ
、
医
師

と
し
て
外
交
官
的
な
仕
事
も
で
き
る
W
H
O
で

働
き
た
い
と
思
い
始
め
ま
し
た
。

W
H
O
に
入
る
た
め
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
を

さ
れ
た
の
で
す
か

　
W
H
O
に
入
る
に
は
、
欧
米
諸
国
の
大
学
院

の
修
士
号
や
、
世
界
的
に
も
名
の
知
れ
た
我
が

国
の
研
究
室
で
博
士
号
の
資
格
を
と
る
必
要
が

あ
り
ま
し
た
。
幸
い
母
校
の
研
究
室
が
B
型
肝

炎
の
研
究
で
有
名
で
、
そ
こ
で
研
究
に
没
頭
し

ま
し
た
。と
こ
ろ
が
、試
験
管
を
振
る
よ
う
な
仕

事
は
も
と
も
と
不
得
意
で
、
こ
の
時
期
不
整
脈

が
頻
発
し
ま
し
た
。博
士
号
取
得
後
、
応
募
試
験

を
受
け
、W
H
O
に
就
職
が
決
ま
り
ま
し
た
。

W
H
O
に
入
ら
れ
て
ど
の
よ
う
な
活
動
を
さ

れ
ま
し
た
か

　
私
に
任
さ
れ
た
の
は
ア
ジ
ア
に
お
け
る
小
児

麻
痺
（
ポ
リ
オ
）
の
根
絶
で
し
た
。
ポ
リ
オ
根
絶

に
必
要
な
の
は
、
子
ど
も
へ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

と
、
早
期
に
患
者
を
発
見
・
報
告
す
る
シ
ス
テ

ム
の
構
築
で
し
た
。と
こ
ろ
が
、
言
う
は
易
し
行

う
は
難
し
で
し
た
。
そ
も
そ
も
、
ポ
リ
オ
根
絶

が
ア
ジ
ア
で
可
能
な
の
か
、
と
疑
問
視
す
る
声

が
圧
倒
的
で
し
た
。
そ
の
う
え
、ワ
ク
チ
ン
購
入

の
た
め
の
資
金
が
絶
対
的
に
不
足
し
て
い
ま

し
た
。ま
た
発
展
途
上
国
の
地
方
で
は
、医
師
は

も
と
よ
り
看
護
師
も
ほ
と
ん
ど
居
ま
せ
ん
で

し
た
。し
か
し
、根
絶
に
関
わ
っ
た
各
国
の
関
係

者
の
文
字
通
り
献
身
的
な
努
力
の
お
か
げ
で
、

ポ
リ
オ
根
絶
事
業
開
始
10
年
後
の
2
0
0
0
年

に
西
太
平
洋
地
域
で
の
ポ
リ
オ
根
絶
宣
言
が

な
さ
れ
ま
し
た
。

W
H
O
事
務
局
長
は
ど
の
よ
う
に
し
て
な
ら

れ
た
の
で
す
か
、
ま
た
ど
の
よ
う
な
活
動
を

さ
れ
ま
し
た
か

　
1
9
9
8
年
、

当
時
の
小
泉
純

一
郎
厚
生
大
臣

か
ら
W
H
O
の

第
5
代
西
太
平

洋
地
域
事
務
局

長
に
立
候
補
し

な
い
か
と
い
う

話
を
頂
き
ま
し

た
。
日
本
政
府

を
は
じ
め
、
多

く
の
関
係
者
の

方
々
の
温
か
い
支
援
を
受
け
、
僅
差
で
当
選
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
事
務
局
長
と
し
て
最

も
思
い
出
深
い
こ
と
は
2
0
0
3
年
に
発
生
し
、

あ
っ
と
い
う
間
に
世
界
に
広
ま
っ
た
重
症
急
性

呼
吸
器
症
候
群
（
S
A
R
S
）の
制
圧
で
し
た
。

こ
の
間
の
約
半
年
は
夜
に
日
を
継
い
で
の
緊
張

の
毎
日
で
し
た
が
先
ほ
ど
話
し
た〝
不
整
脈
〞は

皆
無
で
し
た
。こ
う
い
う
仕
事
が
性
に
合
っ
て

い
た
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク（
世
界
的
ウ
イ
ル
ス
感
染
）は

こ
れ
か
ら
起
こ
る
可
能
性
は
あ
り
ま
す
か
。

ま
た
、
そ
の
時
の
対
応
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い

で
す
か

　
感
染
症
の
大
流
行
は
、
い
つ
か
は
と
も
か
く
、

こ
れ
か
ら
も
必
ず
起
こ
り
ま
す
。
対
応
と
し
て

重
要
な
こ
と
が
二
つ
あ
り
ま
す
。一
つ
は
普
段

か
ら
起
き
た
場
合
の
対
策
を
準
備
し
て
お
く
こ

と
で
す
。
二
番
目
は
い
ざ
起
き
た
時
の
初
期
対

応
を
早
く
行
う
こ
と
で
す
。
初
期
の
情
報
共
有

が
極
め
て
重
要
で
す
。

先
生
が
理
事
長
に
就
任
し
て
い
る
地
域
医
療

機
能
推
進
機
構（
J
C
H
O
）は
ど
の
よ
う
な

組
織
で
す
か

　
J
C
H
O
は
、
か
つ
て
の
社
会
保
険
病
院
、

厚
生
年
金
病
院
、
船
員
保
険
病
院
を
合
わ
せ
た

全
国
57
病
院
、
病
床
1
6
0
0
0
、
医
師

3
0
0
0
人
を
含
む
職
員
2
8
0
0
0
人
の

組
織
で
す
。医
師
派
遣
、
総
合
診
療
医
の
育
成
、

地
域
包
括
ケ
ア
な
ど
を
柱
に
掲
げ
て
い
ま
す
。

港
区
高
輪
に
あ
る
東
京
高
輪
病
院（
以
前
の
せ

ん
ぽ
東
京
高
輪
病
院
）も
J
C
H
O
に
属
す
る

一
病
院
で
急
性
期
か
ら
回
復
期
ま
で
地
域
に
求

め
ら
れ
る
医
療
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

若
者
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す

　「
得
手
に
帆
を
揚
げ
よ
」
と
い
う
言
葉
を
贈
り

た
い
と
思
い
ま
す
。と
こ
ろ
が
、
何
が〝
得
手
〞

な
の
か
は
、
若
い
時
に
は
必
ず
し
も
わ
か
り
ま

せ
ん
。色
々
な
こ
と
を
真
剣
に
取
り
組
む
こ
と

で
少
し
ず
つ
わ
か
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
ど

ん
な
仕
事
を
や
っ
て
も
、つ
ら
い
こ
と
、苦
し
い

こ
と
は
あ
り
ま
す
が
、
好
き
な
仕
事
で
あ
れ
ば

耐
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

高
輪
地
区
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
感
想
を
お

持
ち
で
す
か

　
高
輪
地
区
に
住
み
は
じ
め
て
6
年
に
な
り
ま

す
。
白
金
台
の
自
宅
か
ら
高
輪
の
勤
務
先
ま
で

20
分
歩
い
て
通
っ
て
い
ま
す
。
緑
が
多
く
て
と

て
も
よ
い
地
域
だ
と
思
い
ま
す
。

　
特
に
、
白
金
台
幼
稚
園
、
三
田
用
水
跡
、
今
里

地
蔵
尊
の
あ
た
り
が
好
き
な
と
こ
ろ
で
す
。

●
取
材
を
終
え
て

　幼
稚
園
時
代
か
ら
や
ん
ち
ゃ
な
お
子
さ
ん
だ
っ

た
そ
う
で
す
。持
っ
て
生
ま
れ
た
そ
の
正
義
感
と
行

動
力
が
、
人
々
の
幸
福
の
為
に
働
く
原
動
力
な
の
だ

と
強
く
感
じ
ま
し
た
。

（
担
当
／
安
藤
、松
島
、吉
田
、明
石
、佐
藤
、鈴
木
、滝
川
、森
）

パレデナシオン（前国際連盟本部、ジュネーブ）
第66回WHO世界総会の議長を務める（前列中央）

【プロフィール】 　 尾身  茂（おみ  しげる） 

1949年、東京生まれ。1978年、自治医科大学卒（1期
生）。1978年、東京都立墨東病院で臨床研修後、伊豆
七島で地域医療に従事。1990年、WHO西太平洋地域
事務局で感染症対策部長などを歴任。1999年、第5代
WHO西太平洋地域事務局長。2001年、第37回小島三
郎記念文化賞受賞（小児麻痺根絶への貢献に対し授
与）。2004年、慶応義塾大学特選塾員。2009年、日本
政府新型インフルエンザ対策本部専門家顧問委員会
委員長、国際ロータリークラブより小児麻痺根絶特別
貢献賞受賞。2013年、国立国際医療研究センター
顧問。2015年、厚生労働省  顧問。2016年、日本政府　
国際的に脅威となる感染症対策推進チーム 座長。

ゆ 

う
　 

し

中国にて子どもへのポリオワクチン接種の様子

合奏練習が行なわれる1階の練習室

ご案内いただいた清水さんと美しいハープ

特徴的な装飾をされた演奏所外観（写真／NHK交響楽団提供）

いきいきプラザでの弦楽四重奏の様子
（写真／NHK交響楽団提供）



（担当／吉田、明石、伊関、太田、土屋、安藤）

　みなとっぷ

高輪地区の
公園、児童遊園

地 域 の 憩 い の 場
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❶  高輪公園（高輪3-18-18）

■江戸時代の景勝地が公園に
　第一京浜（国道15号）沿いの品川駅高輪口と泉岳寺間の北側
住宅地に高輪公園があり、近くには東禅寺がある。江戸時代、
現在の国道東側まで海が迫り景観の良い場所であった。約 300
年前に東禅寺を始めとした多くの寺院が移転し、周辺には井伊
家や本多家の下屋敷もあった。その後、所有者は民間の方から
1961（昭和36）年東京都交通局そして港区へと移り、1972（昭和
47）年に高輪公園として開園した。

■大人も子どもも楽しめる緑の公園
　総面積が5,958㎡と大きな公園で、南側入口には夏に水が流れ
る水景施設があり、スロープを上がると広場になり、子どもたちが
自由に走り廻っている。公園中程は多くの樹木がある遊び場で、ブ
ランコや滑り台など７種類の子ども用遊具があり、平日は近隣の
保育園児や学校帰りの子どもが利用し遊んでいる。さらに奥に進
むと個人所有の頃からあった池やバスケットゴールのある球技エ
リアがある。
　この公園では高輪共和会を中心とした町会などの方々の運営で
多くの催しが行われている。春のお花見会、夏には打ち水大作戦、
子どもえんにち、町会の親睦暑気払い、そして秋にはお祭りが行わ
れ、防災フェスタも毎年春に開催され地域の方が多く参加してい
る。これらの催しには隣接の高輪いきいきプラザも積極的に参加
し、地域と一体になった交流が行われているのも特徴である。

■日常の管理は清掃から
　公園の管理については、日常の清掃活動が大きな役割を担って
いる。各公園によって清掃の回数は違うが、ここ高輪公園では週に
５回毎朝約２時間程度行われている。この公園は樹木が多く、落
ち葉の季節には寒い中５人の方が大変苦労をして清掃をしている
光景が見受けられる。

■歴史が残してくれた公園
　品川駅高輪口から柘榴坂を上がる途中右手奥に高輪森の公園がある。この地は江戸時代には薩摩藩島津家
の下屋敷であった。明治時代の後藤象二郎屋敷から宮家所有地となり、1975（昭和50）年当時の所有者であった
大蔵省（現財務省）から管理を委ねられた港区が森の遊び場として区民に開放し、2006（平成18）年高輪森の公
園として開園した。

■自然豊かな傾斜地の遊び場
　園内の総面積は4,917㎡で傾斜地には多くの草木が生い茂り、滝や流路などの庭園遺構が残り、自然の地形
を巧みに用いて整備された、歴史の深さが感じられる自然豊かな公園である。通常はのんびりと散歩が楽しめ、
夏には都会のなかとは思えない木陰の涼しさを感じられる公園である。訪れた方がそれぞれの楽しみ方で過ご
すことができ、幅広い年代の方が親しめる公園である。

■プレーパークで楽しむ
　 子どもたち
　毎 月行わ れているプレ ー
パークの日には公園の姿が一
変する。プレーパークは「自分
の責任で自由に遊ぶ」を基本
に、地域住民団体「みなと外遊びの会」が高輪地区総合支所の支援を得て運営
している。開催中は、プレーワーカーやボランティアサポーターが子どもたちを
見守っている。普段の公園の禁止事項や規制を少なくし、自然素材や廃材、道具
を使って子どもたちがやりたいことに挑戦できる場として開放している。
　子どもたちの自由奔放な明るい顔と、一緒に楽しんでいるお父さん、お母
さんの楽しそうな顔が印象的である。

■区内唯一の遺跡公園
　三田台公園は、1978（昭和 53）年港区で初めて作られた遺跡公園であ
る。遊具はないが全面が芝生で、藤棚や姫リンゴをはじめさまざまな木が
あり、大人も子どもも憩える空間となっている。公園内には伊皿子貝塚遺
跡から発見された縄文後期の竪穴住居を再現した家屋を中心に、貝塚か
らはぎ取った貝層断面と、古墳時代の竪穴住居跡が保存されている。
　また園内には古くからの井戸があり、震災・火災時の非常用井戸として、
整備されている。調査の結果、遺跡から約 350 ㎡の貝層と縄文（早～晩

期）・弥生（中期）・古墳（後期）・奈良・
平安・江戸の各時代の遺構・遺物が
順番に重なるように検出された。一つ
の遺跡からこれだけの遺構や遺物が重
層的に発見されることは非常に珍しく、
同じ場所で時代の移り変わりを知るこ
とのできる貴重な資料として、出土した
遺物は港区の指定文化財となっている。

夏には水が流れる入口の水景施設

秋の午後、池から遊具付近を望む

夏の朝、ラジオ体操に集合

高輪地区には各地域に特徴のある公園（児童遊園）が
あります。32号に続き公園（児童遊園）の紹介ですが、
そこには季節による自然の変化と子どもや地域の人々
の繋がる姿を見ることが出来ます。

貝層の断面（貝の種類が多いのがわかる）

公園の上からみた光景

プレーパークで遊ぶ子どもたち

入口から崖を登る親子

❸  高輪森の公園（高輪3-13-21）

　夏は７月21日（金）から８月３日（木）まで、近隣４町
会合同の主催で午前６時 30 分より行われる。また、
この児童遊園ではこの期間以外にも年間を通してラ
ジオ体操が行われている。

白金台どんぐり児童遊園
（白金台5-19-1）A

　７月21日（金）から 31日（月）まで、高輪共和会が
主催し午前６時 30 分より行われる。公園の詳細は
❶で紹介。

高輪公園（高輪3-18-18）B

　泉岳寺の門前にあり、緑がきれいに手入れされており、ほかの公園では
あまり見られない遊具が充実している。マンションに囲まれて立地している
がターザンロープ等子ども達に人気のありそうな遊具が目白押しにある。
　ラジオ体操は７月28日（金）から８月６日（日）まで、高輪車町青年会主催で午前7時より行われる。

泉岳寺前児童遊園（高輪2-15-37）C

　児童遊園の入り口に、だるま落としのモニュメントがあるため「だるま公園」とも呼ばれ
ている。四季折々の草花が素晴らしく、４月には「桜まつり」があり、自然を楽しめる環境。
　ラジオ体操は松坂町会の主催で７月24日（月）から８月25日（金）まで（８月11日～ 16日・
お盆休み）午前６時30分より行われる。

三田松坂児童遊園（三田5-16-8）E

　７月21日（金）から８月５日（土）まで、三田台町会の主催で午前６時30 分より行われる。

亀塚公園（三田4-16-20）D

❹  白金公園（白金3-1-16）

❷  三田台公園（三田4-17-28）

■古川沿いにある公園
　都道（明治通り）に面し、古川沿いにある公園で、開園は 1969（昭和 44）年 10 月だが、古川
の護岸の親水化工事にあわせ、2005（平成 17）年に全面改修された。面積が 1,484 ㎡のこじ
んまりした公園ながら川辺にある特徴を生かし、古川の水辺に近づけ、触れ合える場として、
親水テラスが設置されている。
　テラスに続く階段を下りると水辺に近づくことはできるが、テラス内は河川区域となっている
ため、水位に十分注意が必要となる。なお、氾濫時の事故を防ぐため、水位が足元から1ｍ
になると放送が流れ、電光掲示版に「避難してください」の文字が表示されるようになっている。
　親水テラスを見下ろす場所にはブロンズ像「釣りをしている風景」が見られる。古川は、かつ

て釣りが楽しめる場所として地域の人々に親しまれてきたことでこの彫像が見る人
に往時の記憶を呼び起こしているようにもみえる。
　園内には、災害時の電力確保のためソーラーパネルが設けられ、非常用のかまど
ベンチ、スツールトイレなども備えられている。
■ソメイヨシノ
　一方、園の中央には、ソメイヨシノが涼しげにオアシスをつくり、人々の憩いの場と
なっている。また、花壇では、越前海岸に群生する、福井県の県花でもある、越前
水仙の花が楽しめる（見ごろは12 ～１月ごろ）。この水仙の球根は縁あって福井県
越廼村役場（2006 年２月１日に福井市に編入）より寄贈された。

「釣りをしている風景」
  作者 安倍千隆

ソメイヨシノ

だるまの柱のある
三田松坂児童遊園

泉岳寺前児童遊園のラジオ体操

あ    べ   ち   たか

高輪地区

夏・朝のラジオ体操

こし    の

B

A

D

C

E

❶

❷

❸

❹ 住居模型の内部

約4,000年前の縄文住居（模型）

親水テラス

※　  と　  の詳細案内は、「みなとっぷ」第32号に掲載A D
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（
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当
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鈴
木
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藤
、渡
邉
、土
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）

暮らしプレイバック暮らしプレイバック
お話を伺った人　田中 裕子 （68歳・白金４丁目在住） さん
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（担当／岩本、戸部田、若生、梶）

≪今注目の空手道   明学生が活躍中  ≫！ ！ 
―明治学院大学空手道部―地域で活躍する

若者たち

（担当／佐藤、土屋、鈴木）

緑の達人たち

る学連では一部リーグに所属して
おり、全日本学生空手道選手権大
会出場を目標に活動しています。年
に多くの大会に参加し、数々の好成
績を残しています。中でも、明治学
院大学空手道部の所属している「剛
柔会（四大伝統流派の一つ）」の大
会では入賞の常連で、昨年の大会では組手の種目で個人1位から３位を
明治学院大学が独占、そして総合優勝を果たし、2連覇を達成しました。

港区でも活躍！
　毎年、春・秋に開催されている港区空手道大会にも参加しており、そこ
でも入賞を果たしています。港区には空手道部のある大学が少なく対戦
相手も経験豊かな社会人が多い中、明治学院大学空手道部は個人戦で
の準優勝をはじめ好成績を残しています。

さらなる飛躍を秘めた空手道
　最近は競技人口も増え、小学生くらいの子たちは自分がオリンピック
選手になるんだと頑張っている子が多いそうです。港区からも優秀な人
材が育つことを期待したいです。
　真摯に質問に答えてくださった髙橋部長をはじめとする空手道部の皆
さんの生き生きとした活動の姿が印象的でした。これからも明治学院大
学空手道部の活躍と日本の空手道の発展にますます目が離せません。

街で見かける美しく手入れされた花や緑。どのような方が育てているの
でしょうか？ 今回は、希少品種を含め、たくさんの牡丹を育てている達
人に伺いました。

我が家の庭の牡丹苑
　花言葉は「風格」「富貴」。古来より「百花の王」
などと呼ばれ、愛されてきた牡丹。この地区に
お住いのT.Iさんは、約70品種の牡丹を15年ほ
ど前から育てています。
いろいろな品種が揃っています
　建物に囲まれ、限られた土地の活用法を考え
るうちに、定年後の趣味の一つとして、また花好
きだった亡き母のことを想い、牡丹を育て始め

ました。その後、日本一の牡丹産地で
ある島根県松江市（大根島）で、牡丹
栽培をしながら新しい品種づくりをさ
れている松本康市さん（「日本ぼたん
協会」会長）と知り合い、どうしたらうま
く育てられるかを教えてもらいました。
その後、彼が、面白い品種が出来ると
送ってくれるようになり、珍しい品種も
増えていきました。
手間をかけて綺麗に咲かせます
　牡丹の苗は、実生もありますが、一
般的に芍薬の根に牡丹の芽を接いで

作られます。秋に苗を植え付け、春に花が終わ
ると感謝の施肥をし、芽かきを行い、秋に剪
定・植え替えなどをします。日照や通風に恵ま
れていないうえに、鉢植えで品種も多いため、
根気と手間が必要です。鉢を移動させたり、日
陰を作ったりして、日射量を調整します。また、
湿度計を置いて水やりの目安にしています。栽
培の難しさをチャレンジと考えて、一株一株大
切に育てています。

　苦労した分、一株に三つ四つと綺麗に咲いて
くれると喜びもひとしおです。でも、最近の気温
上昇などの環境悪化で、花が早く咲いたり、咲
きにくくなったりしてきたように思います。これ
以上、環境が悪化しないように願っています。

　前述の大根島では、冷蔵室を使って温度管
理をすることで、春に咲く牡丹を正月頃に咲か
せる工夫を新たに始めています。牡丹栽培の楽
しみはつきません。
　花を育てていると、花には人を癒し勇気づけ
る力があると感じます。

※個人宅のため、お名前やご住所は匿名とさせていただきます。

明治学院大学にある体育会空手道部。近頃、東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会で正式
種目になったことでメディアにも取り上げられ、空手道が注目されています。そこで明治学院大学の白
金キャンパスを訪ね、部長の髙橋慧涼さんと部員の皆さんにお話を伺いました。

大会入賞の常連！
　一定のルールに則り対
戦をする対人形式の「組
手（くみて）」と一連の動
作を演じ競う「形（かた）」
とを、それぞれ個人・団
体と１競技で４つの種目
を楽しめる空手道。礼節
を重んじた武道、格闘技です。
　明治学院大学空手道部は部員15名で活動しています。大学のリーグであ

各日 午前10時～午後5時

詳細は、港区ホームページや広報みなと（9／1号）に掲載する予
定のほか、公共施設等で配布するチラシをご参照ください。（９月
上旬ごろ予定）

日　時

入場無料費　用

高輪区民センター2階 展示ギャラリー場　所

　高輪地区情報紙「みなとっぷ」は、2006（平成18）年度に創刊し、区民編集メンバーと共に「地域
の話題」や「地域で活動している方」を紹介し10年以上が経ちました。
　今回、一つの節目として、過去に「みなとっぷ」の表紙を飾ってくださったアーティストの方々にご協力
をいただき、その作品などを展示します。
　高輪地区を拠点にして創作活動をしているアーティストの作品などを数多く
見ることのできるまたとない機会です。皆様お誘いあわせの上、ぜひお越し
ください！

9月22日　 ～24日金 日

【問合せ・事務局】
高輪地区総合支所協働推進課 地区政策担当　TEL：03-5421-7123

けい    すけ

ごう

じゅう かい

剛柔会の大会で11個のトロフィー獲得！

空手道部の皆さん

気迫あふれる組手練習

 獅子頭  黄冠

 紫雲殿  王妃

 赤―淑婉、ピンク―花の里 しゃく やく

笑顔が素敵な田中さん

毎年撮影する家族写真 女子プロゴルファーのパネル前で

出展予定アーティスト
相羽 髙德（空間プロデューサー、アートディレクター） 阿部 愼藏（画家） 今井 みどり（画家）

小川 エリ（画家） 國兼 凜仙（書家） 佐伯 庄吾（画家） 高井 哲朗（写真家）

友枝 昭世（能楽師） 中島 千波（日本画家） 原田 維夫（版画家） 三嶋 禮雄（画家）

（敬称略、50音順）

高輪地区情報紙「みなとっぷ」10年の歩みと

表紙を飾ったアーティスト展
を開催します！

予告

●「書で遊ぼう」書家の國兼凜仙先生と一緒に参加者全員で
大きな作品を作ります。
●「オリジナルのマスクを作ろう」
画家の小川エリ先生に教えて
もらいながら自分だけのマスク
（お面）を作ります。
●今井みどり先生の折り紙作品
を使った紙芝居

出展アーティストによる
お子さま向けのワークショップも企画しています。

今井みどり先生の折り紙作品
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の話題」や「地域で活動している方」を紹介し10年以上が経ちました。
　今回、一つの節目として、過去に「みなとっぷ」の表紙を飾ってくださったアーティストの方々にご協力
をいただき、その作品などを展示します。
　高輪地区を拠点にして創作活動をしているアーティストの作品などを数多く
見ることのできるまたとない機会です。皆様お誘いあわせの上、ぜひお越し
ください！

9月22日　 ～24日金 日

【問合せ・事務局】
高輪地区総合支所協働推進課 地区政策担当　TEL：03-5421-7123

けい    すけ

ごう

じゅう かい

剛柔会の大会で11個のトロフィー獲得！

空手道部の皆さん

気迫あふれる組手練習

 獅子頭  黄冠

 紫雲殿  王妃

 赤―淑婉、ピンク―花の里 しゃく やく

笑顔が素敵な田中さん

毎年撮影する家族写真 女子プロゴルファーのパネル前で

出展予定アーティスト
相羽 髙德（空間プロデューサー、アートディレクター） 阿部 愼藏（画家） 今井 みどり（画家）

小川 エリ（画家） 國兼 凜仙（書家） 佐伯 庄吾（画家） 高井 哲朗（写真家）

友枝 昭世（能楽師） 中島 千波（日本画家） 原田 維夫（版画家） 三嶋 禮雄（画家）

（敬称略、50音順）

高輪地区情報紙「みなとっぷ」10年の歩みと

表紙を飾ったアーティスト展
を開催します！

予告

●「書で遊ぼう」書家の國兼凜仙先生と一緒に参加者全員で
大きな作品を作ります。
●「オリジナルのマスクを作ろう」
画家の小川エリ先生に教えて
もらいながら自分だけのマスク
（お面）を作ります。
●今井みどり先生の折り紙作品
を使った紙芝居

出展アーティストによる
お子さま向けのワークショップも企画しています。

今井みどり先生の折り紙作品
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つ
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協
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区 か ら の お 知 ら せ

安
藤 

洋
一（
チ
ー
フ
）

土
屋 

和
夫（
サ
ブ
チ
ー
フ
）

吉
田 

由
紀
子（
サ
ブ
チ
ー
フ
）

明
石 

美
穂
子

伊
関 

則
子

岩
本 

菜
穂

太
田 

則
義

大
西 

弘
毅

梶 

昌
夫

佐
藤 

雅
子

鈴
木 

智
絵

滝
川 

ま
り
え

戸
部
田 

伊
織

畑
中 

み
な
子

松
島 

佐
紀
子

森 

裕
子

若
生 

愛
香

渡
邉 

義
信

2017 年 7月

編
集
だ
よ
り

▼
初
執
筆
の
方
の
記
事
が
新
鮮
で
す
。み
な
と
っ
ぷ
編
集
メ
ン

バ
ー
益
々
充
実
し
て
き
て
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
ご
期
待
く
だ

さ
い
。 

（
安
藤
）

▼
公
園
の
取
材
で
地
域
の
公
園
に
出
か
け
て
み
る
と
、ど
の
公
園

も
早
朝
か
ら
き
れ
い
に
清
掃
さ
れ
て
い
ま
す
。と
て
も
さ
わ
や
か

な
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。 

（
土
屋
）

▼
Ｗ
Ｈ
Ｏ
で
活
躍
さ
れ
た
尾
身
茂
氏
が
そ
の
半
生
を
語
る
姿
に

親
し
み
や
す
さ
と
情
熱
を
感
じ
ま
し
た
。 

（
吉
田
）

▼
地
域
医
療
に
貢
献
し
て
い
る
、Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
理
事
長
尾
身
先
生
に

お
会
い
し
て
、
有
意
義
な
お
話
を
た
く
さ
ん
伺
う
こ
と
が
出
来
、

深
い
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。 

（
明
石
）

▼
公
園
を
特
集
し
て
、各
公
園
と
も
い
ろ
い
ろ
工
夫
が
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。皆
の
善
意
が
集
ま
っ
て
い
る
と
こ
ろ

だ
と
感
じ
ま
し
た
。 

（
伊
関
）

▼
初
参
加
な
が
ら
取
材
か
ら
編
集
ま
で
携
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。皆
様
の
お
陰
で
こ
う
し
て
形
に
す
る
こ
と
が
で
き
嬉
し

さ
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。 

（
岩
本
）

▼
公
園
の
あ
る
場
所
に
は
様
々
な
歴
史
が
あ
り
ま
す
。ラ
ジ
オ
体

操
に
行
き
、昔
の
姿
を
想
像
し
て
み
て
下
さ
い
。 

（
太
田
）

▼
初
参
加
。大
学
生
か
ら
シ
ニ
ア
ま
で
の
有
志
メ
ン
バ
ー
が
一
言

一
句
こ
だ
わ
っ
て
、喧
々
諤
々
、一
進
一
退
の
編
集
会
議
。今
号
も
、

メ
ン
バ
ー
の
愛
情
と
こ
だ
わ
り
の
一
冊
で
す
。 

（
大
西
）

▼「
み
な
と
っ
ぷ
」の
編
集
に
携
わ
っ
て
５
年
目
。最
近
特
筆
す
べ

き
は
新
加
入
メ
ン
バ
ー
の
頑
張
り
で
す
。紙
面
が
刷
新
さ
れ
て
い

く
実
感
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。 

（
梶
）

▼
美
し
い
花
や
庭
に
心
を
動
か
さ
れ
る
の
は
、そ
れ
ら
を
育
て
る

人
の
想
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
な
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

 

（
佐
藤
）

▼
初
め
て
の
参
加
で
し
た
が
初
執
筆
し
ま
し
た
。周
り
の
ご
協
力

が
あ
り
な
ん
と
か
記
事
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。楽
し
ん
で

読
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。 

（
鈴
木
）

▼
近
く
に
住
み
な
が
ら
何
と
な
く
近
寄
り
が
た
い
Ｎ
響
で
し
た

が
、取
材
で
訪
問
し
、有
意
義
な
お
話
を
お
聞
き
し
、と
て
も
身
近

な
存
在
に
な
り
ま
し
た
。 

（
滝
川
）

▼
今
号
が
初
の
執
筆
と
な
り
ま
し
た
。大
好
き
な
音
楽
に
関
す
る

内
容
だ
っ
た
の
で
、
気
持
ち
の
こ
も
っ
た
記
事
に
な
り
ま
し
た
。 

 

（
戸
部
田
）

▼
窓
一
つ
な
い
N
響
の
建
物
は
幼
い
頃
か
ら
不
気
味
な
存
在
に

感
じ
て
い
ま
し
た
が
、今
回
取
材
で
内
部
を
覗
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。そ
れ
は
驚
く
程
素
晴
ら
し
い
音
の
世
界
で
し
た
。 （
畑
中
）

▼
お
話
を
伺
っ
た
方
の
思
い
を
、
文
章
で
記
事
に
す
る
の
は
、
難

し
い
こ
と
で
す
。正
確
に
読
者
の
方
に
伝
わ
っ
て
い
る
か
、
読
者

目
線
も
気
に
な
り
ま
す
。 

（
松
島
）

▼
世
界
的
に
も
評
価
の
高
い
Ｎ
Ｈ
Ｋ
交
響
楽
団
の
演
奏
が
、身
近

な
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
で
楽
し
め
る
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。 

（
森
）

▼
初
め
て
学
生
主
体
で
記
事
を
書
か
せ
て
い
た
だ
い
て
、よ
り
一

層
み
な
と
っ
ぷ
へ
の
思
い
が
深
ま
り
ま
し
た
。 

（
若
生
）

お
陰
さ
ま
で
10
年

　
十
年
ひ
と
昔
と
言
い
ま
す
が
、2
0
0
6（
平
成

18
）年
は
ど
ん
な
年
だ
っ
た
か
覚
え
て
い
ま
す

か
？
ト
リ
ノ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス

ケ
ー
ト
の
荒
川
静
香
が
金
メ
ダ
ル
を
獲
り
、
野
球

で
は
、
第
1
回
W
B
C（
ワ
ー
ル
ド
・
ベ
ー
ス
ボ
ー

ル
・
ク
ラ
シ
ッ
ク
）
で
日
本
代
表
が
見
事
に
優
勝

し
た
年
で
す
。
ま
た
甲
子
園
で
は
ハ
ン
カ
チ
王
子

（
斎
藤
佑
樹
）と
マ
ー
君（
田
中
将
大
）の
熱
投
が
話

題
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
ん
な
年
に
本
紙
は
産
声
を
あ
げ
ま
し
た
。最

初
は「
あ
な
た
の
街
」と
し
て
創
刊
し
、
10
号
か
ら

は
公
募
に
よ
り
「
み
な
と
っ
ぷ
」
と
改
称
し
ま
し

た
。
年
3
回
発
行
し
、今
号
で
33
号
に
な
り
ま
す
。

　
編
集
メ
ン
バ
ー
は
高
輪
地
区
総
合
支
所
が
1
年

ご
と
に
募
集
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
で
、

創
刊
以
来
の
メ
ン
バ
ー
か
ら
初
参
加
の
人
ま
で

20
人
ほ
ど
で
す
が
、
編
集
に
関
し
て
は
全
員
が
素

人
で
、区
の
担
当
者
の
方
々
に
フ
ォ
ロ
ー
し
て
も
ら

い
な
が
ら
、
わ
い
わ
い
が
や
が
や
と
楽
し
く
か
つ

真
剣
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
ま
ず
は
掲
載
記
事
の
選
定
で
す
。ど
ん
な
題
材

が
あ
る
か
？
そ
れ
は
タ
イ
ム
リ
ー
な
話
題
か
？

取
材
が
必
要
な
場
合
は
先
方
の
了
解
を
い
た
だ

け
る
か
？
等
々
を
検
討
し
な
が
ら
決
め
て
い
き

ま
す
。ま
た
毎
回
表
紙
を
飾
る
作
品
は
、
高
輪
地

区
に
在
住
の
多
士
済
々
の
方
々
に
お
願
い
し
て
、

快
く
提
供
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
絵
画
が

多
い
の
で
す
が
、
写
真
や
版
画
、
書
も
掲
載
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
取
材
と
写
真
撮

影
、
原
稿
作
成
、
校
正
と
続
き
ま
す
。
読
者
の
み

な
さ
ま
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
を
最
大
の

目
標
と
し
て
作
業
し
て
い
ま
す
。

　
み
な
さ
ま
の
ご
協
力
ご
支
援
の
お
陰
で
「
み
な

と
っ
ぷ
」も
満
10
歳
、よ
う
や
く
情
報
紙
と
し
て
認

知
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で「
み

な
と
っ
ぷ
10
年
の
歩
み
展
」を
開
催
し
、そ
の
歩
み

を
振
り
返
っ
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。こ
れ
ま
で

表
紙
で
ご
協
力
い
た
だ
い
た
方
々
に
も
、出
品
し
て

い
た
だ
く
予
定
で
す
。
9
月
22
日（
金
）か
ら
24
日

（
日
）ま
で
、
高
輪
区
民
セ
ン
タ
ー
2
階
展
示
ギ
ャ
ラ

リ
ー
で
開
催（
7
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
）し

ま
す
の
で
、ど
う
ぞ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

（
担
当
／
梶
）

CONTENTSCONTENTS

    

地域に生きる音楽
NHK交響楽団演奏所

この街にこの人あり
尾身  茂 さん

（独立行政法人
 地域医療機能推進機構理事長）

地域のあしあと
高輪地区の公園、児童遊園②

地域で活躍する若者たち
明治学院大学空手道部

地域の自慢
緑の達人たち

暮らしプレイバック
田中 裕子 さん

みなとっぷ10年の歩み展（予告）

区からのお知らせ

お     み         しげる

た   な か     ひ ろ   こ

たか   い　  てつ  ろう

表紙写真

［タイトル］  夢幻花
［撮影者］  高井 哲朗 さん （白金台在住）

港区商店グランプリ受賞！！
　港区商店グランプリは、港区、
港区商店街連合会、港区商店街
振興組合連合会が共催で開催し
ています。経営・接客・外観・店
内装飾等を総合的に審査した結
果、高輪地区にある次の４店舗が
受賞されました。皆さんもぜひ一
度、受賞店を訪れてみてください。

対　　象

内　　容

費　　用

高輪地区内在住の65歳以上
の区民で、認知症等による徘
徊のおそれがある方
　　　　　
無料

登 録 番号が入ったアイロン
シール（50枚）とキーホルダー

（1個）を配布

【問合せ・申請先】高輪地区総合支所区民課 保健福祉係　TEL：03-5421-7085

【問合せ】高輪地区総合支所協働推進課 
　　　　　まちづくり推進担当 
　　　　　TEL：03-5421-7664

あなたのまちの町会・自治会で
活動してみませんか？

　町会・自治会は、住民の皆さんに一番身近な自治
組織で、まちの防災、清掃、パトロール、お祭りなどを
実施しています。
　少しずつの参加で構いません。ま
ちの安心・安全やコミュニティ作り
のお手伝いに興味がありましたら、
お気軽にご相談ください。
　町会・自治会への加入をご希望の
方は、港区ホームページや各総合支
所協働推進課窓口で配布している
リーフレット記載の「町会・自治会
加入希望票」にて、お申し込みください。

【問合せ】高輪地区総合支所協働推進課 協働推進係　TEL:03-5421-7621

子ども記者を募集します！

日　　時

募集人数

募集方法

対　　象

予告

　「あっぷリング高輪フェスティバル」
の開催に合わせて、「みなとっぷ子ど
も編集室」を開設します。
　子ども記者が作成した記事は、本
紙第35号（平成30年 3月発行予定）
に掲載する予定です。

11月11日（土）午後1時から5時30分（予定）
高輪地区の子どもたち（小学校１年生から中学校３年生まで）
※記事の文章（簡単な作文程度）を作成することができること。

数名程度（小学生の場合は保護者の付き添いが必要です）
詳細は、港区ホームページや広報みなと（9/11号）に掲載する
予定のほか、公共施設等で配布するチラシをご参照ください。

（９月中旬ごろ予定）

【問合せ】高輪地区総合支所協働推進課 地区政策担当　TEL：03-5421-7123

港区政70周年記念大賞

東京商工会議所港支部会長賞

優良賞　

港区議会議長賞
白金商店会 ベッカライ ブラウベルグ （白金 3-9-6）

白金北里通り商店会 白金スイーツ （白金 5-12-17 三福ビル1 階）

プラチナヒルズ商栄会 Cafe Kuromimi Lapin（カフェ クロミミ ラパン）
 （白金台 5-17-8 2 階）

白金プラザ会 蕎麦酒房 千年（白金 1-17-2 白金タワー テラス棟）

祝！

平成29年度「プレーパーク」を開催します

～高齢者を地域で見守ります～
認知症高齢者おかえりサポート事業を開始します

　あらかじめ氏名や緊急連絡先などを登録し、登録番号の入った
アイロンシールやキーホルダーを身に着けることで、行方不明時に
迅速な身元確認や緊急連絡先への連絡が可能となります。
※電話対応時間は、平日9～17時となります。

■アイロンシール

■キーホルダー
（表）

（裏）

※小雨決行、荒天中止。当日の開催状況については
　みなとコール（03-5472-3710）へ。

●直近の開催予定（高輪地区）

23日高輪森の公園
7月

27日

8月
24日

（終了）亀塚公園 13日

9月

参加自由

高輪 - 0000
港区高齢者見守りキーホルダー

見　本

身元が分からない時は
ご連絡ください！

無事に
カエル！00-0000-0000

高輪地区総合支所
区民課保健福祉係

受付時間：平日９～17時

見　本

各総合支所で
配布中

プレーパークとは…
　子どもが「自分の責任で自由に遊ぶ」ことを大切にし、普段の公園で
の禁止事項を少なくして、道具や廃材、自然環境を使って、自分のしたい
ことに挑戦できる遊び場です。遊びを通して子どもたちが豊かに育つこ
とを願い、高輪地区、芝浦港南地区、麻布地区で開催しています。
　高輪地区、芝浦港南地区では、平成 28 年度から地域住民団体「みな
と外遊びの会」が運営しています。港区では、プレーパーク運営に関わる
地域サポーターを募集しています。詳しくは、「みなと外遊びの会」の
Facebookをご覧ください。

ベッカライ  ブラウベルグ


